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中
部
労
福
協
主
催
の
「
労
働
運
動
・
労
働
者
福
祉
運

動
の
理
念
・
歴
史
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」が
大
阪
市
に

て
8
月
27
日
〜
28
日
の
両
日
、中
部
地
区
各
労
福
協
、構

成
労
働
団
体
・
事
業
団
体
か
ら
72
名（
福
井
か
ら
４
名
）

参
加
し
開
催
さ
れ
た
。本
講
座
は
、
中
央
労
福
協
の
指
針

に
基
づ
き
、中
部
労
福
協
組
織
内
に
お
け
る
新
し
い
労
働

者
福
祉
運
動
の
構
築
の一環
と
し
て
、
労
働
運
動
・
福
祉

運
動
の
理
念
・
歴
史
の
伝
承
者
を

育
成
し
、新
た
な
活
動
の
広
が
り
を

生
み
出
す
た
め
の
講
座
と
位
置
付

け
て
開
か
れ
た
。

　
講
座
は
、講
義 

1
〜
4
を
受
け
、

最
後
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
討
議
を

行
う
構
成
で
、
講
座
内
容
（
要
旨
）

は
次
の
通
り
で
す
。

　
講
義
1
　 

中
央
労
福
協
前
参
与
　
高
橋
均
氏
よ
り

「
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
理
念
・
歴
史
、そ
し
て
課
題
」

を
テ
ー
マ
に
、
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
の
福

祉
社
会
へ
、中
央
労
福
協
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョン
を
中
心
に

講
演
を
行
っ
た
。歴
史
・
理
念
で
は
、
労
働
組
合
運
動
と

生
活
協
同
組
合
の
生
活
物
資
の
共
同
調
達
が
は
じ
ま
り
、

質
屋
と
高
利
貸
し
か
ら
の
解
放
を
め
ざ
し
、
労
働
銀
行

設
立
へ
〜
労
働
金
庫
、次
い
で
全
労
済
の
誕
生
、生
み
の
親

は
、「
労
働
組
合
と
労
福
協
」で
あ
る
。労
働
組
合
に
と
っ

て
、
労
金
・
全
労
済
は
単
な
る「
業
者
」で
は
な
く
、と
も

に
運
動
す
る「
主
体
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
支
え

合
い
・
助
け
合
い（
連
帯
・
協
同
）の
実
現
〜「
福
祉
は一つ
」

が
中
央
労
福
協
の
理
念
で
あ
る
。当
面
す
る
労
働
運
動

の
課
題
と
し
て
、
⑴
貧
困
・
格
差
の
現
状
　
⑵
労
働
運

動
が
め
ざ
す
格
差
是
正
の
具
体
策
〜
最
低
賃
金

1
0
0
0
円
の
実
現
と
非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
・
均

等
待
遇
　
⑶
ビ
ジ
ネ
ス
ユニ
オ
ニ
ズ
ム
（
組
合
員
の
た
め
だ

け
の
組
合
運
動
）か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ユニ
オ
ニ
ズ
ム（
社
会
的

な
広
が
り
を
持
っ
た
労
働
運
動
）
へ
〜
働
く
人
の
「
拠
り

所
」
の
創
設
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
　
⑷
連

合
労
働
運
動
と
労
福
協
運
動
の
関
係
性
の
4
点
を
挙
げ

た
。そ
の
上
で
、
労
動
者
自
主
福
祉
運
動
（
労
働
金
庫
や

全
労
済
・
生
協
）
の
新
た
な
展
開
に
向
け
て
、⑴
労
金
・

全
労
済
は
協
同
組
合
だ
っ
た
・
・
・
忘
れ
つ
つ
あ
る
歴
史

⑵
協
同
組
合
と
は
何
か
〜
株
式
会
社
と
の
違
い
は
　
⑶

営
利
を
目
的
と
し
な
い（
非
営
利
）の
意
味
　
⑷
二
宮
尊

徳
、ガ
ン
ジ
ー
、ケ
イ
ン
ズ
、
賀
川
豊
彦
の
教
え
に
共
通
す

る
精
神
と
は
、な
ど
に
つい
て
講
じ
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た

め
て「
連
帯
」と「
自
由
」の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。

　
講
義
2
　 〈
助
け
合
い
の
歴
史
と
未
来
を
歩
む
・
労

働
者
福
祉
の
創
造
者
・
賀
川
豊
彦
の
基
本
思
想
に
学
ぶ
〉

開
催
趣
旨

　
戦
後
60
年
以
上
が
経
過
す
る
中
で
、
中
央
労
福

協
も
設
立
64
年
と
い
う
半
世
紀
を
超
え
る
歴
史
を

刻
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
間
、
労
働
団
体
の
意

見
調
整
と
い
う
役
割
で
あ
っ
た
労
福
協
も
連
合
誕

生
に
よ
り
、
一
定
の
役
割
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

そ
の
連
合
も
24
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
変
革
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
者
福
祉
運

動
の
理
念
や
歴
史
、
労
働
組
合
と
生
協
運
動
と
の

関
わ
り
な
ど
「
創
業
の
初
心
」
が
希
薄
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
労
福
協
を
と
り
ま
く
状
況
を
考
慮
す
る

中
で
、
中
央
労
福
協
は
２
０
０
９
年
11
月
の
定
期

総
会
で
、
「
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生

の
福
祉
社
会
」
と
題
し
た
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン

を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン

を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
中
部
労
福
協
は
、
労
働

運
動
・
労
動
者
福
祉
運
動
が
果
た
し
て
き
た
役
割

を
認
識
・
理
解
し
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
展
開
に
向

け
た
運
動
の
た
め
に
、
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
が

最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
課
題
認

識
の
中
で
、
職
場
や
地
域
で
原
点
回
帰
に
向
け
た

積
極
的
な
活
動
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
２
日
間
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
労
働
福
祉
団

体
と
運
動
の
理
念
・
歴
史
に
つ
い
て
改
め
て
再
認

識
で
き
る
こ
と
が
で
き
、
原
点
に
立
ち
戻
っ
た
運

動
を
進
め
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
た
だ
、
現
状
の
各
産
別
・
単
組
の
中
で
は
、
今

回
の
講
座
の
よ
う
な
理
念
や
歴
史
を
伝
承
で
き
て

い
な
い
の
で
は
？
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
の
取
り
組
み
や
活
動
も
見
直
す
必
要
性

も
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
今
回
の
よ
う
な
講
義
や
学
習
会

を
実
施
し
、
更
な
る
連
帯
強
化
や
連
携
を
図
る
こ

と
が
、
労
働
組
合
と
労
働
福
祉
団
体
の
発
展
に
繋

が
る
と
考
え
ま
す
。

　
是
非
、
労
働
者
福
祉
協
議
会
の
活
動
と
し
て
実

施
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

を
テ
ー
マ
に
、賀
川
記
念
館
　
参
事
　
西
義
人
氏
よ
り
講

演
を
受
け
た
。賀
川
豊
彦
の
基
本
思
想
は『
愛
』で
あ
る
。

愛
は
自
分
の
こ
と
よ
り
も
、
他
人
の
こ
と
を
想
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
。我
々
が
引
き
継
ぐ
基
本
思
想
は
こ
こ
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
。ま
た
活
動
の
原
点
は
、
1
9
0
9
年
〜

貧
民
窟
―
ス
ラ
ム
街
で
の
相
談
・
支
援
・
援
助
活
動
や

貧
し
い
人
弱
い
人
が
人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
た
め
の
し
く
み
　
①
救
済
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
）　
②
助
け
合
う（
共
済
・
保
険
）　
③
自
立（
協

同
組
合
・
農
民
福
音
学
校
）　
④
防
貧
（
友
愛
会
・
労

働
組
合
）　
⑤
社
会
運
動
（
世
界
連
邦
運
動
・
普
通
選

挙
運
動
） 

を
作
る
と
と
も
に
、
多
く
の
事
業
を
行
っ
た
と

語
っ
た
。

　
講
義
3
　 「
日
本
の
保
障
事
業
に
お
け
る
共
済
の
存

在
意
義
」を
テ
ー
マ
に
全
労
済
大
阪
本
部
企
画
部
長
中
井

氏
は
、
共
済
事
業
の
概
況
と
2
0
0
8
年
生
協
法
の
改

正
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト
、
2
0
1
0
年
保
険
法
の
制
定
理
由

な
ど
の
説
明
の
あ
と
、
共
済
事
業
の
問
題
点
を
踏
ま
え
つ

つ
共
済
の
経
済
的
価
値
を
高
め
る
べ
く
新
た
な
価
値
（
メ

リ
ッ
ト
）
の
創
造
に
よ
り
全
労
済
の
存
在
意
義
を
高
め
て

い
き
た
い
と
述
べ
た
。続
い
て
「
労
働
金
庫
の
歴
史
と
意

義
」に
つい
て
、
近
畿
労
金
大
阪
地
区
統
括
部
長 

山
本
氏

は
、1
9
5
0
年
岡
山
・
兵
庫
で
労
働
金
庫
が
誕
生
し
、

1
9
6
6
年
に
は
全
国
に
労
金
が
設
立
（
47
の
地
域
）
さ

れ
、現
在
63
周
年
で
あ
る
。ろ
う
き
ん
の
理
念
は
、協
同
組

織（
組
織
）、
共
生
で
き
る
社
会（
目
的
）、
働
く
人
の
団

体
・
勤
労
者
の
参
加（
運
営
）で
あ
り
、
労
働
金
庫
法
に

基
づ
き
事
業
を
行
って
い
る
と
説
明
し
た
。ま
た
〈
ろ
う
き

ん
〉は
働
く
仲
間
が
つ
く
り
、
生
活
者
本
位
の
金
融
機
関

で
あ
る
た
め
、他
金
融
機
関
で
は
、な
し
得
な
い
事
業（
勤

労
者
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
後
押
し
・
借
り
や
す
い
融
資
制
度
・

多
重
債
務
防
止
対
策
な
ど
）を
実
施
し
て
い
る
と
報
告
が

あ
っ
た
。

　（
翌
日
）
講
義
4
　 

協
同
組
合
と
労
働
組
合
の
連
携

強
化
・
利
用
促
進
に
向
け
て
、「
労
働
団
体
・
事
業
団
体

行
動
委
員
会
の
議
論
」に
基
づ
き
、
中
央
労
福
協
　
大
塚

事
務
局
長
か
ら
の
講
義
が
あ
っ
た
。委
員
会
設
置
の
目
的

は
、
労
福
協
の
理
念
と
2
0
2
0
年
ビ
ィ
ジ
ョン
の
具
体

化
の一環
と
し
て
位
置
づ
け
、
協
同
組
合
と
労
働
組
合
と

の
連
携
を
強
化
し
、
利
用
促
進
、

社
会
的
役
割
発
揮
に
向
け
て
、
議

論
、検
討
を
進
め
、そ
の
具
体
化
を

図
る
こ
と
で
あ
る
。利
用
促
進
に

向
け
た
作
業
グ
ル
ー
プ
の
ま
と
め

で
は
、
組
合
員
に
労
働
者
福
祉
団

体
の
歴
史
、
役
割
を
広
め
福
祉
事

業
団
体
の
相
互
利
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、統
一教
材
を
11
月
ま
で
に
改
定
作
成
す
る
。

そ
の
後
、
地
方
労
福
協
へ
取
組
み
要
請
を
行
い
、
各
労
働

組
合
への
利
用
促
進
の
運
動
方
針
化
を
要
請
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
講
義
を
終
え
た
。

　
こ
の
度
、
新
し
く
第
55
回
福
井
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同

組
合
通
常
総
代
会
・
全
労
済
福
井
県
本
部
第
４
回
代
表
者
会

議
に
お
い
て
、
本
部
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
田
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
は
、
労
働
者
福
祉
協

議
会
の
事
業
団
体
ま
た
協
力
団
体
の
皆
さ
ま
に
大
変
お
世
話

に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
い
ま
だ
に
先
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
全
労

済
を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い
て
も
同
様
の
厳
し
さ
が
あ
り
、

団
塊
世
代
の
退
職
、
少
子
高
齢
化
時
代
な
ど
の
影
響
に
よ
っ

て
組
織
組
合
員
の
減
少
に
歯
止
め
が
効
か
な
い
中
、
全
国
の

全
労
済
各
県
本
部
に
お
い
て
多
く
の
加
入
件
数
、
口
数
と
も

に
前
年
度
を
下
回
る
厳
し
い
事
業
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
福
井
県
本
部
で
は
、

２
０
１
３
年
度
の
事
業
推
進
を
進
め
る
に
あ
た
り
「
知
っ
て

も
ら
う
」
「
理
解
し
て
も
ら
う
」
「
利
用
し
て
も
ら
う
」
を

活
動
の
テ
ー
マ
と
し
た
事
業
推
進
を
し
て
い
く
事
を
決
定
し

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
時
代
の
経
過
と

共
に
全
労
済
と
い
う
名
前
の
浸
透
度
が
薄
ま
っ
て
き
て
い
る

こ
と
へ
の
危
惧
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か

ら
、
２
０
１
３
年
度
は
あ
ら
た
め
て
一
人
で
も
多
く
の
方
に

「
保
障
は
全
労
済
」
と
知
っ
て
い
た
だ
き
、
保
障
を
考
え
る

場
面
で
全
労
済
の
共
済
を
選
択
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
る
全
労
済
を
目
指

し
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
使
命
を
果
た
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福井県労働者福祉協議会
役員交代のお知らせ

旧役員名

新役員名

（就任日　２０１３年９月３日）

役　　職
副 会 長
事務局長

選出団体
全労済
員　外

役　　職
副 会 長
事務局長

氏　　名
坪内　佳久
𠮷田　哲夫

氏　　名
田中　　一
酒井　里巳

選出団体
全労済
員　外

本部長

田　中　　一

全
労
済
福
井
県
本
部

グループ討議の様子

講座風景

参
加
者
の
感
想

連
合
福
井
常
任
執
行
委
員
　
谷
野
慎
一
さ
ん
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　高齢化が進む中、誰もが住みなれた我が家で、安心して暮らしていける
ことが願いです。毎年９月を福祉キャンペーンと銘打ち、県民せいきょう
の取り組む、高齢者介護や生活支援、買物支援の事業について組合員や地
域の方に広く知っていただけるよう、今年もハーツ店内での展示や介護施
設「きらめき」祭り、宅配や新聞などでご紹介に取り組みました。
介護や日常生活でのお買物、お食事などでお困りのご家族やご親戚、お知
り合いの方がおられましたら、お気軽に下記までお問合せください。

主催（公財）福井県労働者福祉基金協会

レパルスベイ天后廟シティービューホテル スターフェリー シンフォニー・オブ・ライツ

※丹南、敦賀、小浜の各地域の日程・会場・テーマは、現在のところ未定です。開催日程等、確定次第お知らせいたします。
※どなたでも無料で参加できますが、当事務局までご一報願います。　受付電話Ｎｏ．（0776）　22-6222

月　　日
１１月６日（水）１８：３０分
１１月７日（木）１８：３０分
１１月８日（金）１８：３０分

大野市　結とぴあ
坂井交流プラザ「いねす」
ユニオンプラザ福井

個人に降りかかるネット犯罪と対策について
個人に降りかかるネット犯罪と対策について
個人に降りかかるネット犯罪と対策について

開催場所 テーマ

　2013年7月27日（土）　ユニオンプラザ福井にて、特定社会保険労務士　湯川勢津子氏を
講師に招き、《 知っておきたい、年金支給と働き方 》 をテーマにセミナーを行いました。
（一般市民・勤労者の方々17名の参加）
　内容は、公的年金制度の仕組みと支給開始年齢の説明の後、60歳過ぎの働き方（プラ
ン）では、①バリバリ働く　②ちょこっと働く　③のんびりしたいに大別されるが、健
保・厚年継続加入・高年齢雇用継続給付の解説、短時間パートの雇用保険のみ加入（国
保・任意継続、扶養家族）の場合、退職後の失業保険と年金の選択など注意すべき点、ポ
イントなど複雑な部分もあるが、わかりやすい説明であった。働き方による社会保険の関
心の高さが感じられ有意義な研修会でした。

あいさつする坪内理事長

講演する湯川勢津子氏

【第55回　福井県労働者共済生活協同組合通常総代会】
　１．2012年度事業概況
　（１）加入状況　　101,818件　　390,329口
　（２）給付状況　　1,581件　　21,927,000円
　（３）出資金状況（組合員数）　118,017人
　　　　　　　　（出資金額）　65,176,700円
【全労済福井県本部　第4回代表者会議】
　１．福井県本部統合事業 2011年度～2012年度計画
　　《福井県本部ステップⅡ（補強）》
　　　2012年度事業報告および決算報告について
　（１）2012年度末契約状況について

契約件数は312,024件（前年比90.01%）となり、契約口数は27,442,741
口（前年比98.47%）となりました。この一年間の事業状況では、件数で▲
34,629件、口数では▲425,102口の減少、対期首比増加率（口数）は▲
1.53%の減少となりました。この大幅な減少の要因は、自治体における慶
弔共済の取り扱いがなくなったことがあげられます。

　（２）2012年度末給付状況について
給付件数は14,829件（前年比102.66%）、2,343,063,129円（前年比
96.77%）の共済金を支払いました。共済別の給付状況では、火災共済で
は件数では変わらないものの全焼事案や落雷などの影響で大幅な
57,095,694円の増加となっています。自然災害共済では、県下での自然災
害が少なかったことで、▲53件、▲23,420,201円の減少になっています。
マイカー共済においては、242件、102,362,666円の大幅な増加となってお
り、軽微な事故でも共済を利用する方が増えてきております。

　２．福井県本部統合事業 2013年度基本計画（福井県本部ステップⅢ）　
　　　2013年度事業計画および予算について
　（１）2012年度活動計画

推進にあたり次の３つのテーマを設定し、それに応じた取り組みをすす
めます。
①「知ってもらう」　 全労済の名前、共済商品の名前を知ってもらいま
す。
②「理解してもらう」 保障の仕組み、共済の制度などを学習し、理解し
てもらいます。
③「利用してもらう」 共済制度に加入して、利用してもらいます。

　7月30日(火)、福井県国際交流会館において、「第55回　福井県労働者共済生活協同組合通常総代会」「全労済福井県本部　第4回
代表者会議」が開催され、すべての議案が承認されました。承認された主な議題は以下のとおりです。

全労済

■期間/平成２５年１２月１２日㈭～１２月１５日㈰
■会場/福井県立美術館　福井市文京３丁目１６－１　■時間/９：００～１７：００

第63回
　皆さんが自由時間を利用して創作した作品を、≪県立美術館に展示≫いたします。
　勤労者美術展を自由時間活動のスタート、そして創作する仲間とのふれあいの場としませんか？
　家庭でこつこつ制作している方、サークル等で活動している方、意欲的に創作している方、ふるって応募して下さい。

★部　　門　　「絵画」の部・「書道」の部・「写真」の部
★応募資格　　県内在住の方であればどなたでも無料で応募できます。ただし、この美術展部門の制作を職業としない方であること。
★出品点数および応募（出品）について
　　（１）各部門とも一人1点とする。※規格等については、｢作品募集のご案内｣を参照。（10月以降、配布可）
　　（２）応募（出品）＝「出品票」は、作品搬入時に作品と共に提出して下さい。
　　　　　　　　　　　　「出品票｣は当協会および北陸労働金庫敦賀支店・小浜支店にあります（10月以降、配布可）。
★作品搬入日（応募日）
　　（１）嶺北地区の出品者は、平成25年12月9日（月）昼12時から午後4時30分までに会場（県立美術館）へ直接搬入して下さい。
　　（２）嶺南地区の出品者は、平成25年12月6日（金）午前9時から午後3時までに、北陸労働金庫敦賀支店又は小浜支店に搬入して下さい。
★問い合わせ先　　（公財）福井県労働者福祉基金協会（ユニオンプラザ福井内）　TEL（0776） ２２―６２２２

多くの方々のご参加をお待ちしていま～す第９回　ろうふく見聞ツアーのご案内

お問合せはフリーダイヤル
　０１２０－０１６－１６５（通話料無料）
携帯電話・ＩＰ電話からは、
　０５７０－０１６－１６５（通話料発信者負担）
＜買物・食事支援の場合＞

　（２）「知ってもらう」ための取り組み
これらの活動を年間通じて行うことで、保障を考える場面で全労済の共
済が選択肢にあがる状況を作り上げます。
①職域の協力団体において、２ヶ月に１回以上のチラシ配布を行います。
②こくみん共済３０周年に合わせて、全国と連動したプロモーションを行
います。
③新聞折込などの媒体にて、積極的に窓口、訪問、ＷＥＢチャネルの告
知を行います。

　（３）「理解してもらう」ための取り組み
一人でも多くの方に保障や共済制度を理解してもらうことで、共済運動の
広がりの基盤を作り上げます。
①職域の協力団体において、役員オルグを定期的に行います。
②マスメディアなどの媒体にて、保障設計などの情報提供をする仕組み
を検討します。

　（４）「利用してもらう」ための取り組み
共済利用をしてもらうことで、組合員同士の「たすけあい」を実現してい
きます。
①職域の協力団体において、共済契約証書を配布する際におすすめプラ
ン申込書を同梱した中途募集を行います。
②様 な々契約データを活用し、契約満期対応時に適正な保障を提供し、
各共済の複合加入を提案します。

あなたの
すばらしい作品

をお待ちしています
。

旅行費用（お一人様
）

　今回の世界見聞ツアーは香港です。香港はショッピングとグルメの街、中国返還以後もその魅力は更にパワーアップしています。
世界中から集まる有名ブランドのフラッグショップ巡りやレトロチャイナ、ストリートマーケットなど、自分流のスタイルでショ
ッピングや街歩きを楽しめるのが香港観光の醍醐味です。食在香港とも言われ、中国各地から厳選された中華をはじめ世界各国か
らの本格的な料理が集まり、香港はまさにグルメのパラダイスでもあります。そんな魅力一杯の香港への旅の扉を開けて、あなた
にぴったりの旅を見つけましょう!

小松空発着で添乗員同行
　（燃油サージャジ含みます。）

●現地空港税は別途２,５８０円（９/２現在）。
●一人部屋ご希望の方は別途３９,０００円になります。
・旅行期間 ： ２０１３年１１月２２日(金)～
　　　　　　　　　　　　１１月２５日(月)
・利用予定航空会社 ： エバー航空機(エコノミークラス)
・利用予定宿泊 ： 桃園・ノボテル台北桃園、
　　　　　　　　 香港・シティビューホテル
・食 事 条 件 ： 朝食３回、昼食１回、夕食１回
・募 集 人 員 ： １５名様以上
・申込締切日 ： ２０１３年１０月１１日迄
　※その他の取扱いは、旅行業約款によります。

●お問合せ・お申込みは
　　福井県労働者福祉協議会
　　　ＴＥＬ ０７７６－２１－５９２９
　　ユニオントラベル福井
　　　ＴＥＬ ０７７６－２１－２３１２


